
現地での復興支援を通じて将来を構想する

 

『災害ソリューション実践』(0-2-0)

 

開講のお知らせ

このたび、社会理工学研究科では、NTTドコモ・モバイル社会研究所および防災科学

技術研究所と連携し、被災地に滞在して、復興のお手伝いをしながら、技術の利活用に

ついての考察をまとめるという、現場実践型授業『災害ソリューション実践』(0-2-0)

を開講いたします。

【オリエンテーション】

日時：６月29日（水）12:30-13:15

場所：西9号館2Fコラボレーションルーム

【現地での復興支援活動（予定）】

活動A：第1陣

 

7月18日(月)~7月22日(金)

被災記録の地図上へのマップおよび行政機関が有する災害関連文書のデジ

 

タル化

活動B：第1陣

 

8月1日(月)~ 8月5日(金）

現地の中学生によるICTツールを用いた短編映画の製作支援

いずれも最大10名まで。

（活動Bは、履修希望者の人数によっては、第2陣以降の実施も予定）

【履修内容と条件】

いずれも、遠野市公民館に宿泊し、陸前高田市あるいはその周辺へ車で移動し、毎日

8時間程度活動をします。最後に、各自の専門分野から「災害ソリューション」につい

て考察し、

 

A4版3枚のレポートを提出していただきます。授業ですので、学研災・学研

賠が適用されますが、単位を必要としない場合には、ボランティア保険に加入する必要

があります。

問合せ先：solution.science@gmail.com

社会理工学研究科
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